
〈解答〉

１　茨　３

　　芋　４３列目

　　鰯　①　S＝２５n－９　　②　１９２

２　茨　①　１８０度　②　１８π㎝ ２

　　芋　①　３㎝　   ②　５√ ３ π㎝ ３

配点　１茨，鰯①，２茨①，芋①は各１点　　他は各２点　１２点満点

〈解説〉

１　茨　上の段は，５列ごとに同じパターンが繰り返される。したがって，５の倍数である

１５列目より２大きい１７列目には，３を記入する。

　　芋　上の段は５列ごと，下の段は４列ごとに同じパターンが繰り返されるので，これら

の最小公倍数である２０列分が１つのまとまりになっている。したがって，１つのまと

まり内の３列目と同じマス目は，

　　　　　３列目，２３列目，４３列目，…

　　　に現れる。

　　鰯　①　上の段において，５列ごとに繰り返されるパターン｛１，３，５，７，９｝を｢上群｣

とする。１列目から５ n列目までには，｢上群｣が

　　　　　　　５ n÷５＝n〔個〕

　　　　　あり，１つの｢上群｣内の自然数の和は

　　　　　　　１＋３＋５＋７＋９＝２５

　　　　　なので，n 個の｢上群｣内の自然数の和は，

　　　　　 　n ×２５＝２５n

　　　　　と表される。また，５ n列目には９を記入するので，１列目から（５ n－１）列目まで

に記入する自然数の和Sは，

　　　　　　S＝２５n－９

　　　　　と表される。

　　　　②　S＝１９１となるので，

　　　　　　　２５n－９＝１９１

　　　　　 　　　　  n＝８
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　　　　　よって，（５n－１）列目は

　　　　　　　５×８－１＝３９〔列目〕

　　　　　である。ここで，下の段において，４列ごとに繰り返されるパターン

｛２，４，６，８｝を｢下群｣とすると，１つの｢下群｣内の自然数の和は

　　　　　　　２＋４＋６＋８＝２０

　　　　　である。また，１列目から３９列目までには

　　　　　　　３９÷４＝９余り３

　　　　　より９個の｢下群｣があり，３７～３９列目にはそれぞれ２，４，６を記入する。以上

より，１列目から３９列目までに記入する自然数の和は，

　　　　　　　９×２０＋２＋４＋６＝１９２

２　茨　①　右の図のように，側面を展開したおうぎ形のもと

となる円について，半径が６㎝であることから，そ

の円周は

　　　　　　　２π×６＝１２π〔㎝〕

　　　　　である。また，底面の円の半径は３㎝なので，その円周（おうぎ形の弧の長さ）は

　　　　　　　２π×３＝６π〔㎝〕

　　　　　である。よって，おうぎ形の中心角の大きさは，

　　　　　　　３６０ °×６π１２π
 ＝１８０°

　　　　②　半径が６㎝，中心角の大きさが１８０°のおうぎ形なので，その面積は

　　　　　　　π×６２×１８０
°

３６０ °
 ＝１８π〔㎝２〕

　　芋　①　円外の１点から円に引いた２本の接線の長さは等しいので，

　　　　　　　ＡＰ＝ＡＣ＝３〔㎝〕

　　　　　である。よって，

　　　　　　　ＢＰ＝ＡＢ－ＡＰ＝６－３

　　　　　　　　　　　　　   ＝３〔㎝〕

　　　　　である。なお，下線部については，次のように証明できる。

　　　　　　【証明】右の図の△ＡＣＯと△ＡＰＯにおいて，

　　　　　　　ＡＯ＝ＡＯ（共通辺）

　　　　　　　ＣＯ＝ＰＯ（円Ｏの半径）

　　　　　　　∠ＡＣＯ＝∠ＡＰＯ＝９０°

　　　　　　　（円Ｏと直線の接点）



　　　　　なので，直角三角形の斜辺と他の１辺がそれぞれ等しいことより，△ＡＣＯ≡

△ＡＰＯ

　　　　　対応する辺なので，ＡＣ＝ＡＰ

　　　　②　右の図の△ＡＢＣと△ＯＢＰは，

　　　　　　　∠ＡＢＣ＝∠ＯＢＰ

　　　　　　　（共通角）

　　　　　　　∠ＡＣＢ＝∠ＯＰＢ＝９０°

　　　　　　　（円Ｏと直線の接点）

　　　　　なので，２組の角がそれぞれ等しいことより，

　　　　　　　△ＡＢＣ∽△ＯＢＰ

　　　　　したがって，

　　　　　　　ＡＣ：ＯＰ＝ＢＣ：ＢＰ

　　　　　となり，ＯＰ＝ r ㎝なので，

　　　　　　　３：r＝３√ ３ ：３

　　　 　　　　　 r＝√ ３ 〔㎝〕

　　　　　である。容器に残っている水の体積は，底面の半径３㎝，高さ３√ ３ ㎝の円錐の体

積と，半径√ ３ ㎝の球の体積との差になるので，

　　　　　　　　×π×３２×３√ ３ －　π×（√ ３  ）３１
３

４
３

　　　　　　＝９√ ３ π－４√ ３ π

　　　　　　＝５√ ３ π〔㎝３〕


